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今月の聖句 

光の子のように歩きなさい 

エフェソの信徒への手紙 5章 8節 

 

わたしたちの聖公会八王子幼稚園は

正式には学校法人光の子ども学園聖公

会八王子幼稚園です。かつては教会立

でしたが学校法人立になりました。その

時にこの幼稚園を巣立っていく子どもた

ちがどんな子どもとなって欲しいのかを

話し合い、光の子ども学園と名づけまし

た。イエスの弟子であったパウロはエフェ

ソにあった教会の人々に宛てた手紙で

す。エフェソは今は遺跡になってしまっ

たトルコの港湾都市でした。ギリシャに近

い栄えた都市の一つであったと言われ

ています。キリスト教が伝わって、それま

での宗教を捨ててキリスト教を信じる

人々が多くなりました。そこで神に愛され

ている人間がどうにように生きる事が大

切なのかを教えるために書かれた手紙

の一節です。 

12 月にクリスマスをお祝いしました。シ

ーズンが 1 月 6 日の顕現の祝日まで続

くという話をしました。その後、イエスが神

殿に奉献された、平たく言えばお宮参り

をした日、被献日まではクリスマスの気分

の中で過ごします。クリスマスの出来事

は何だったかを教会で黙想しています。

クリスマスの出来事。救い主が生まれた

ことを、イザヤという預言者は「闇の中に

光が現われた。闇の谷を歩く民は光を見 
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た」と伝えています。三人の博士は星の

導きで救い主を訪ねます。「何だ、なん

だあの星は」と子どもたちがクリスマスパ

ジェントをしたときの台詞を覚えていらっ

しゃるでしょう。光がこの世界に現われた。

わたしたちの世界に光が、救いが現実に

なった。博士たちは喜びに溢れてイエス

に宝を捧げました。そしてこの世の権力

に従うような生き方から転換して、来た道

と違った道を通って自分の国に帰ったと

言われています。今まで大切にしていた

この世の権力、富、地位等に依拠するこ

とを捨てたのです。人間がこの世の中で

生きていく中で、権力が大切、財力が、

地位が大切となって何が何でもそれを手

に入れようとなった時に、それを得るため

の過程で多くの人が踏みつけにされて、

押しのけられて、痛めつけられる現実が

起こります。その踏みつけにされて、権

力とも財力とも無縁となった人はこの世

界で不必要な存在だと思われて排除さ

れるような状態になることで良いのでしょ

うか。教会は、色々な事情でこの世の大

切な者とは無縁になったとしても、その

人の存在は神

によって創造

された大切な

存在だと信じ

て生きてきまし

た。神はすべ

ての人が神に



愛された存在だ。神はすべての人を大

切に考えている。それを示すシンボルが

イエスの十字架です。わたしたちが神の

思いとかけ離れた生活、例えばこの世の

権力を得ることに精一杯になって、自分

が振り落とした人や踏みつけにしている

人は、所詮は負け犬だから価値がないと

考えるような人々。それを教会は罪深い

存在と言います。そんな今までの生き方

を捨てて新しい生き方をして欲しい、そ

のために今まで犯した罪はすべて赦して

あげよう。あなたのために身代わりになっ

て罪を担って十字架に架かろう。それが

十字架の意味することです。だからキリス

トを信じる人々は何がキリストの思いに、

神の思いに従って生きる事ができるかを

日々考えて具体化しようとしています。勿

論毎日毎日、神の思いに沿った生き方

ができるとは限りません。自分勝手にな

ったり、押しのけて自分だけが良いもの

を手に入れようと奮闘したりします。そん

な現実を持っていますが、そのたびに軌

道修正することがキリストを信じる者の

日々です。 

 光の子として歩みなさい。光とは何を指

すのでしょうか。この世界の闇に光輝く存

在、イエスが光だと言っているのです。こ

の社会の中心から排除されて周縁に置

かれている人々は、この世の光からは遠

く、闇の世界に呻いている状況にあると

思えるでしょう。しかしそ

の闇の谷に光が現われ

た。神は本当の光、神

の愛は闇に生きることを

強いられている人に輝

いているよと宣言してく

ださっているのです。わたしたち一人一

人は神によって創造された大切な存在

だ。光の子どもだ。それならば、神の思

いが何だろうかといつも自問自答しなが

ら具体的な日々を送っていくことが必要

だ。それがパウロが光の子として歩きなさ

いと語った意味でしょう。 

 現代社会はだんだんと神の思いとはか

け離れた世界になりつつあります。○○

ファーストという政治家がいます。自分た

ちが第一だ。そのためにどんな犠牲も構

わない。この土地は自分の土地だと奪い

合うようなことが起こります。戦いはもう終

わりにしようと決心した世界の秩序が崩

れそうな状態になっています。二度と悲

しみや苦しみの中に放置されるようなこと

が起きないようにと祈ります。光の子ども

が歩む世界、神の思いが実現する世界

の建設のために子どもたちが成長してく

れることを願います。神に創造された存

在として、すべての人と共に生きる事が

できるような世界のために日々を過ごし

て参りましょう。子どもたちに「光の子ども

となって生きてね」と言いながら、自分た

ちがそれと反対するような生き方だったら、

困るます。年長ちゅーりっぷ組さんはもう

直ぐ幼稚園の生活を離れて新しい世界

に飛び立っていきます。そんな時に、自

分たちは光の子だ。光の子として歩んで

いこうと学んだことを忘れないで、その生

き方を出会う多くの友達を分かち合って

貰いたいと思います。

その広がりがきっと素

晴らしい世界へと繋

がっていることを信じ

ています。 


